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今

月
の
行
事

1
日
　
部
落
長
研
修
会

　
　

事
業
所
統
計
調
査

　
　

商
業
統
計
調
査

　
　
　
自
衛
官
募
集
受
付

4
日
～
1
0
日

　
　
　
歯
の
衛
生
週
間

10

日
　
時
の
記
念
日

11

日
～
2
0
日

　
　
　
全
国
交
通
安
全
運
動

下
旬
　
定
例
町
議
会
招
集

今

月
の
納
税

町
民
税
第
一
期
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饗
郎
兵
所

所

鶉
人
次
所
擶
幡

辮
櫟
榔
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‘
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、
：
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坂

元

助

役

は

　

去
る
五
月
九
日
、
馬
場
海
岸
保
全
与
業
阻
係
の
用
務
て
、
県
河

川
課
の
柴
垣
課
長
袖
佐
と
同
道
上
京
十
六
日
帰
任
し
ま
し
た
が

‥
、

以
下
は

そ
の
報
告
記
で
す
。

※

山
ノ
ロ
海
岸
の
災
害
復
旧
工
事

毎
年
の
台
風
で
海
片
の
損
壊
は
は
な
は
だ
し
く
、
地
元
の
方
々
か
ら
も
堤
坊

椙
築
に
つ
い
て
強
く
要
望
さ
れ
て
い
ま
し
た
叶
年
の
台
風
後
、
災
害
復
旧
工

画
を

立
案
中
て
、

す

が
、
鹿
屋
－
佐
多
祝
は
本
年
度
一
部
の
舗
是
と
山
ノ
ロ

の
改

良
工
事
の
計
画
で
、
将
未
は
、
神
川
、
日
浜
の
紬
装

も
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
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ユ銑
鴇
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宝
塑
意
懸
…
擁
雀
定
娠
嘆
ぽ
窪
潅
瑳
だ
選
…
…
…

害
関
連
工
事
七
百
十
四
力
円
討
一
千
七
百
＋
　
　
　
農
業
共
済
組
合
の
総
代
会
開
催

四

万

円
の
工
事
費
が
決
定
し
ま
し
た
。
こ
の
　
　
大
恨
占
町
農
7
共
済
組
含
　
保
、
白
月
、
才
原
、
命
苫
、

た

め
’
町
で
は
’
で
き
る
だ
け
早
く
工
事
を
　
に
お
い
て
は
、
五
月
1
1
十
l
　
0
；
r
に
記
す
ぺ
き
議
決
事
項
　
　
民
生
課
の
新
設
と
、
窓
口

始

め
て

も
ら
う
よ
う
、
県
当
局
に
強
く
要
説
　
日
午
前
十
時
か
ら
麓
公
ゾ
堂
　
　
水
陸
稲
共
済
金
支
払
い
原
　
申
務
の
一
元
化
な
と
に
伴
な

す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
一
関
連
工
　
に
お
い
て
、
第
十
二
回
迎
常
　
則
と
し
て
現
金
支
払
い
を
禁
　
う
人
事
異
動
が
六
月
一
日
発

霞
竃
舗
細
肛
簗
認
ご
繁
一
酬
蹴
職
鍋
竃
ザ
鰭
竃
二
が
励
竃
竃
諮

災
害
を
受
け
な
い
よ
う
補
強
の
U
味
で
a
施
　
王
己
算
、
昭
和
三
＋
五
年
度
　
て
お
り
ま
し
た
か
、
家
畜
共
　
で
す
o

す
る
部
分
の
工
事
を
い
い
ま
す
e
　
　
　
　
　
予
廿
関
係
承
認
の
件
を
議
決
　
済
金
支
払
い
も
今
回
よ
り
水
　
’
○
印
は
今
回
配
置
の
か
わ
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国
民
年
金
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害
を
今
も
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㎜
の

次
に
も
ら
う
昭
和
三
十
五

川

餌
度
分
（
九
月
．
一
月
・
五

川

月
分
）
の
支
払
年
含
額
は
記

川

入

し
て
あ
り
ま
せ
ん
。
一

卿　
こ
の
次
の
什
金
を
も

蝋

ら
う
た
め
に
は
、
所
得

㎜
状
況
届
と
い
う
届
を
六

剛

月
中
に
役
場
に
捉
出
し
、
年

㎜

十
額
を
副
諮
に
記
入
し
て
も

l
ら
わ
な
け
れ
ば
年
令
は
も
ら

川

え
な
い
の
で
す
。

川

役
場
で
は
い
ま
、
部
落
ご

l
と
に
日
を
定
め
所
得
状
況
届

（

川
紙
は
役
場
に
叩
伯
し
て

あ
り
ま
す
）
の
受
日
を
し
て

お

り
ま
す
か
ら
、
国
八
年
金

一
苫
に
お
し
て
あ
る
印
鑑
と

こ
の
次
の

を
も
ら
う
に
は
夕
゜

、

国
民
年
金
証
書
を
、
本
人

又
は

家
族
の
こ
と
に
あ
か
る

い

代
珂
の
方
（
で
き
る
だ
け

話
＊
の
手
続
き
に
役
場
に
こ

ら
れ
た
方
が
よ
い
）
か
、
部
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ロ
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ニ
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長
さ
ん
の
迎
句
さ
れ
た
、
　
川

あ

な
た
の
部
落
割
パ
の
n
に
刷

辞
浩
蕊
遷
生
係
ま
ぢ

　
司
所
得
が
あ
る
た
め
に
福
㎜
↑
ひ

ム
゜

■

え

の

い

か
ん

に
よ
つ
て
へ

月
中
に
役
場
民
生
係
え
御
蕊
道

談
下
さ
い
。
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の
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に
石

材
、
竹
木
な
ど

を

鮮
か
な
い
こ
と
ま

た
、
夜
間
牛
朽
車
を

放
置
し
な
い
こ
と

◎

路

川

に

柏
林
し
な

い

こ
と
、
の
り
じ
り

か
ら
、
少
く
と
も
一

　　窓

役民口

縫事
簾務
の田は

異窓動之
　　口
発畑
令氏係

　　て

課

　
長
　
　
山
下

課
税
係
主

任
児
島

　

　

　

　

四
本

　

　

　
　

川
越

　
　
　
　

前
村

徴
取
係
主
任
菊
谷

　
　
　
　
　
原
口

民
牛
課

課
　
長

春
二
一
夫
○

儀
平
和
夫
勝
子

o
已
酉
良
武
○

春
雄

　
　
　
　
　

田

之
畑

邦
夫
○

保
険
往
生
係
主
任
宮
川
肇
○

　
　
　
　
　
原
田
　
　
浩

　
　
　
　
　

山
工
　
繁
汀
○

　
　
　
　
　

坪
内
　
一
子
○

　
厚
生
係
主
任
大
山
光
男
○

経
済
課

　
課
　
長
　
　
中
村
　
沽
三

　
農
林
係
主
任
吉
元
　
美
水

　
　

　

　
　

桑
原
ま
り
子
○

商
工
水
産
係
主
任
（
吉
元
美
水
）

　
　
　
　
　

久
保
　
武
士
○

指

導
係
主
任
宮
ケ
谷
恭
夫

課茉

長課

松藤永
添岡福

道　信
男馨志

警

方
痙
防
止
の
た
め
の
戸
竃
カ
キ
か
け
運
動
に
協
力

　

　

し
て
く
だ
さ
い
。

　

二
、
稲
作
な
と
に
使
用
す
る
俣
蕊
く
に
よ
る
事
故
を
な
く
し
ま

　
　
　
し
ょ
う

　

三
、
梅
而
期
に
な
る
と
河
川
の
水
量
が
増
加
す
る
の
で
幼
児

　
　

　
の
水
難
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

円
隷
舗
握
甥
誼
轄
疑
詩
蔑
纂
ぽ
鴇

　

　

　
う
に
し
ま
し
よ
う

土
木

係
主
任
頁
茅
盛
男
○

つド

別石牧川大
原川口越園

良
一
太
一
秋
彦
藤
助
拓
子

o

建

築
係
主
任
吉
永
九
州
男

取

入
役
室
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吉
　
い
さ

　
　
　
　
　
仮
屋

昭

降
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※

な
お
、
窓
口
事
務
を
能
率

的
に
行
う
た
め
，
印
か
ん
記

明
、
転
出
、
転
入
、
死
亡
な

ど
の
手
続
き
、
納
税
、
資
産

止

明
な
と
す
ぺ
て
の
窓
口
事

務

は
、
総
務
課
窓
口
係
（
今

ま
で
の
戸
籍
係
）
で
や
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

五
、
か
さ
、
か
つ
ば
な
と
の
市
－
，
へ
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
部

　

歩
行
者
の
江
意
か
散
授
と
な
り
詰
車
と
の
衝
突
事
故
も

　

多
く
特
に
人
は
右
’
車
は
左
の
交
通
道
徳
を
守
っ
て

　
v
だ
さ
い
。

　
四

日
、
一
口
か
ら
、
痂
ト
多

住
者
に
刈
し
、
合
枯
し
た
も

の

に
支
度
金
の
補
助
と
支
度

金
加
算
制
度
が
設
け
ら
れ
、

今

ま
て
宕
金
而
二
、
移
住
で

き
な
か
っ
た
方
達
に
つ
い
て

　

資
金
の
道
か
開
け
、
詳
オ

て

も
’
気
が
る
に
、
τ
f
カ

鶴
パ
罠

打
ま

　

き
つ
）
で

支

した

て

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

e

支

度
金

の

裕
助
額
は
次
の

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
、

支
度
金
か
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れ
る
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メ
ー
ト
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P
N
控
え
て
植
え
◎
道
路
上
の
竹
木
の
枝
は
き

る
こ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
い
に
切
り
払
っ
て
お
く

◎
道
路
敷
を
使
川
す
る
と
き
　
こ
と

　
は

届
け
出
る
こ
と
（
用
水
※
　
町
道
の
距
帥
柱
は
、
起

　

路
、
水
道
パ
イ
プ
な
と
）
点
か
ら
二
百
メ
ー
ト
ル
お
き

◎
道
路
に
立
て
て
あ
る
い
う
に
立
て
て
あ
り
ま
す
。

　
い
う

な

末

示
、
標
識
を
移
以
上
申
上
げ
る
こ
と
は
部
落

　
動

し
た
り
・
こ
わ
し
た
り
道
野
道
等
す
ぺ
て
の
公
道
に

　
し
な
い
こ
と
　
　
　
　
　
つ
い
て

二
、
支
度
金
の
補
助
額

一
二
才
以
上
一
人
に
つ
い
て

　
　
　

五
、
五
〇
〇
円

　
一
才
～
四
才

　
　
　

二
、
三
〇
〇
円

三
才
以
下

　
　

　
1
1
’
　
o
O
／
円

　

こ
の
ほ
か
、
加
算
支
算
童

と
し
て
、
三
万
円
が
、
交
什

さ
れ
る
こ
の
加
算
金
に
は
次

の

よ
う
な
条
什
が
あ
る
。

イ
　
家
族
人
R
’
、
ん
、
三
人
以

　

上
て
あ
る
こ
と
。

　
　

離
職
中
の
も
の
、
お
よ

　

ひ

解
災
者

　
　

生
活
保
護
の
適
用
を
受

　
け
て

い

る
も
の
か
　
こ
れ

　

に
準
ず
る
も
の

二
、

前
年
の

所
得
が
、
一
八

　

万

五
千

円
U
下
で
、
資
産

　

が

二
十
万

円
以
下
の
者

以

上

の

よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す

か

ら
、
n
的
地
ま
て
、
無

一
文
で
も
行
け
ま
す
。
経
営

規
摸
の
小
さ
い
6
8
家
家
族
の

多
い
生
活
保
護
を
受
け
ら
れ
て

い

る
農
家
も
、
牛
活
の
再
出
発

と
し
て
、
開
拓
精
神
さ
え
あ
れ

ば
、
南
米
で
の
成
功
は
、
間
違

　

零t顯ξ註
　係たいりと二り
　でのる’で組ま
　はでと殼すのせ
　お’云備し南ん
　行皆うの’米゜
　ち杖便よ元移ま
　し方りい気イ1た
　てのものに2’
　い応あに働も本
　ま募り幣いあ町

‘
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教
養

と
生
活
向
上
に
と
り
く
む

　
　
　
　
　
　
　
城

元

毎
竹
龍
汕
蛇
尾
に
終
っ
て
し

ま
う
学
習
　
こ
れ
が
大
恨

占
校
区
の
青
年
学
級
の
史
、
能
」

だ

っ
た
。

公
民
拙
も
幹
部
た
ら
も
，
こ

れ

じ
や
仕
方
が
な
い
、
大
倶

占
校
区
は
一
哨
中
止
し
て
、

予

口
は
他
の
熱
心
な
校
区
に

ま
わ
そ
う
」
と
サ
ジ
を
投
げ

よ
う
と
し
て
い
る
矢
先
、
進

ん

て

開
設
を
申
し
出
た
の
が

　
　
　
城
元

の
青
年
達
だ
つ

　
　
　
た
。
　
（
団
長
堀
之
内

　
　
　
正
人

目
団
員
二
十
数

’
ltTt
”v

t
t

名
）一
外
の
部
落
が
参
加

し
な
い
な
ら
城
元
の

青
年
だ
け
で
一
と
’

変

な
張
り
切
り
η

　

い
速
五
弓
九
川
調

認
式
と
川
せ
て
、
人
’

後
の
方
引
を
話
合
い

毎
週
弓
曜
日
に
開
く

の

で
名
称
を
　
ー
、
促

・、

ム

一
と
名
づ
け
発
巳

　
　

4
s
e
る
こ
と
に
な
っ
た

　
　

△
学
習

の
日
標
は

　
　

ー
、
本
町
将
末
の
携
い
手
と

町　
　
　

し
て
’
恥
か
し
く
な
い
一

　
　
　

般
教

査

を
身
に
つ
け
る

　
　

2
、
学
ぶ
s
に
よ
つ
て
’
現

　
　
　

在
の

生

巧
を
よ
く
す
る
こ

占　
　
　

と
に
役
立
て
る
と
し

　
　

ー
、
参
加
は
、
せ
互
い
誘
い

　
　
　

合
い
教
場
の
卍
備
は
当
釆
川

根　
　
　

て

行
う

　
　
　

農
地
法

が
制
定

さ
れ
た
こ

　
　

ろ
に
く
ら
べ
、
最
九
工
は
く

大　
　
－
n
［
増
加
、
町
の
発
展
、
技
術

　
　
・
革
新
な
と
と
い
う
こ
と
に
よ

　
　

つ

て

農

地
を

つ
ぶ
す
場
合
が

　
　

非
常
に
多
く
な
っ
て
き
た
よ

　
　

う
で
す
。

　
　

し
か
し
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
お

　
　
　
き
て
く
る
い
ろ
く

　
　
　

の

悪

彩
響
を
防
ぎ
披

　
　
　
害

を
少
な
く
す
る
よ

　
　
　

う
に
、
す
な
わ
ち
計

　

　
，
画
的
に
農
地
を
つ
ぶ
す
よ
う

　

　
“
新
し
い
パ
可
基
o
が
　
ら
れ

　

　
凶
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
す

明　
　‥

　
農
地
転
用
語
可
亙
～
に
よ

纏　
　｝

る
と
・
農
地
を
竺
戸
ー
2
地

　
　
‥
、
第
二
仰
農
地
、
第
三
仲
農

　
　
：
地
と
呼
ん
で
第
三
仰
農
地
か

　
　
　
　
｝

青
年
学
級

2
、
来
週
の
時
間
割
は
、
そ

の

都
度
会
員
全
休
で
法
め
る

3
、
各
人
ホ
ー
ム
プ
ロ
ノ
ェ

　

ク
ト
を
も
ち
’
互
い
に
．

人
一
研
究
を
行
い
発
表
す
る

等
を
決
め
、
現
在
弟
四
回
目

を
終
っ
た
か
、
他
地
区
か
ら

も
参
加
し
て
会
員
は
末
広
が

り
に
増
加
盛
況
を
極
め
て
い

る
。
第
二
回
目
の
講
師
と
し

て

参
加

さ
れ
た
原
口
校
長
（

人
摂
山
小
学
校
）
も
三
十
名

の

頁

剣
な
コ
習
芭
慾
に
感
心

し
て
「
今

ま
て
の
経
験
で
、
ま
さ

か

こ
ん
な
だ
ろ
う
と
は
思
わ

な
か
っ
た
。
全
学
連
が
学
生

の

l
部
に
す
ぎ
な
い
よ
う
に

、

不
良
化
が
青
年
の
代
名
詞

み
た

い

に
思
わ
れ
す
ぎ
て
い

る
。
こ
ん
な
真
面
目
て
意
慾

の

あ
る
大
部
分
の
青
年
を
育

成
す

る
事
が
何
よ
り
大
事
だ

o

城
元
の

青
年
に
は
全
く
感

心
し
た
」
と
語
っ
て
い
る
。

　

な
お
町
公
民
舘
で
は
、
青

年
の
父
兄
は
勿
論
町
民
皆
さ

ん

の

今
後
一
層
の
理
解
あ
る

協
力
と
積
極
的
な
御
助
言
を

望
ん
で
い
る
。
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県
新
生
活
運
動
指
定
地
区
に

　
　
　
　
　
　
　
大

橋

部

　

只
折
生
活
運
動
協
会
（
会

長
丁
園
勝
己
氏
）
で
は
、
毎

年
、
生
沽
改
善
、
生
産
向
上

、

公

衆
道
徳
の
高
拐
等
を
テ

ー
マ
と
し
て
中
ハ
践
し
、
析
生

活
運
動
推
巡
の
研
究
を
進
め

、

実
績
を
貴
重
な
資
川
と
し

て

県
下
に
捉
似
す
る
た
め
、

県
下
各
地
に
指
定
地
区
を
設

け
て
育
成
市
ξ
を
吐
め
て
い

る
か
、
本
窮
は
町
内
大
橋
地

区
か
県
卜
九
地
区
と
と
も
に

新
た
に
指
定
を
受
け
る
こ
と

に
な
っ
た
。

テ

ー
マ
は
、
　
－
生
．
栖
環
境
の

改
善
と
向
上
一
と
し
向
う
二

＃

間
、
県
や
町
の
指
導
の
も

と
に
育
成
事
業
を
進
め
る
こ

と
に
な
る
。

ら
順
に
つ
ぶ
さ
れ
る
よ
う
に

定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

第
一
種
農
地
に
該
当
す
る

も
の
は
原
則
と
し
て
つ
ぶ
す

こ
と
は
許
可
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

第
一
種
畏
地
と
い
う
の
は

、

農
へ
生
ば
力
の
高
い
農
地

、

土
地
改

良
事
業
、
開
拓
事

落
指
定
さ
る

　

同
部
落
は
、
早
く
か
ら
部

‥
・

バ
民

揃
っ
て
生
活
環
境
の
改

善
に
努
め
、
い
つ
行
っ
て
も

一
き
れ
い
な
部
落
一
と
し
て
通

っ

て

い
た

が
’
今
回
の
指
定

に

よ
っ
て

ー
、
部
落
民
に
生
活
科
学
の

　

教
育
啓
蒙
が
な
さ
れ

2
、
合
理
的
な
改
善
施
策
が

　

行

な
わ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
1
l
年
後
の
部

落
は
見
違
え
る
よ
う
な
発
展

が
期
待
さ
れ
る
。

農
地
を
つ
ぶ
す
と
き
は

　
　
　
　
許
可
が
い

り
ま
す

業
等
の
堤
、
仁
投
資
が
行
な
わ

れ
た

農
地
ぢ
よ
ひ
び
団
的
に

存
在
し
て
い
る
農
地
て
す
o

　
第
三
栢
農
地
は
原
則
と
し

て

ぱ
可
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
生

産
力
の
高
い
農
地
を
確

●

ドト

保
し
生
産
力
の
低
い
も
の
か

ら
転
用
さ
れ
て
行
く
よ
う
に

す

る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で

舗
詩
謬
縫
勧
舗

て

土
地
改

良

が
行
な
わ
れ
生

産
条
件
が
よ
く
な
っ
た
ば
か

り
の
農
地
が
つ
ぶ
さ
れ
た
り

　
　

　
、
集
団
農
地
が
ぱ
ら

　
　
　
ぱ

ら
に
つ
ぶ
さ
れ
て

　
　
　
行
V
こ
と
は
さ
け
ね

　
　
　
ぽ
な
り
ま
せ
ん
。

な
鑑
需
欝
鷺
顯

さ
い
。

　
多
く
は
植
林
、
住
宅
建
設

は
る
か
に
ブ
ラ
ジ
ル
の
空
か
ら

　
町
長

始
め

町
民
の
比
日
様
そ

の
後
、
お
変
り
ご
ざ
い
ま
せ

ん

か
ブ

ラ
ジ
ル
移
仕
に
当
り

ま
し
て
は
、
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
紙
上
よ
り
、

厚
く
御
礼
申
上
げ
ま
す
。

私
達
も
、
お
蔭
様
で
、
出
航

以
来
、
三
十
九
日
間
の
航
路

を
終
え
て
、
四
月
九
日
、
午

前
八
時
サ
ソ
ト
ス
港
に
元
気

で

上
陸
致
し
ま
し
た
の
で
御

安
心
下
さ
い
桟
橋
ま
て
パ
ト

ロ

ン

と
息
子
さ
ん
が
、
ノ
ー

プ
で
迎
え
に
来
て
’
そ
の
日

の

中
に
、
現
地
に
到
着
致
し

ま
し
た
o
サ
ン
ト
ス
か
ら
サ

ン

ボ

ウ
p
市
ま
で
、
八
〇
K

　
　
　
　
　
　
　
で
侮
抜
八

　
　
　
　
　
　

〇
〇
米
て

　

　

す
。
サ
ン

　

　

　
ボ
ウ
・
か

　

　

ら
現
地
ま

　

　
　
て
、
三
〇

　

　

K
で
侮
抜

　

　

　
l
O
O
O

　

　
　
米
L
V
く
あ

　
　
　
　
　
　
　
り
ま
す
。

今
南
半
球
は
秋
に
入
っ
て
い

る
わ
け
で
、
上
陸
し
た
時
は

、

む

し
暑
い
智
て
し
た
の
に

、

こ
こ
て
は
日
中
て
も
’
メ

リ
ヤ
ス
が
必
要
で
、
日
本
の

十
I
月
頃
の
気
候
で
す

パ

ト
ロ
ン
の
家
は
、
親
子
二

人

て

す

が
、
長
男
は
分
家
し

て
，
こ
こ
か
ら
’
　
＝
二
〇
K

奥
で
馬
鈴
魯
廿
り
を
し
て
お

り
、
三
男
は
、
町
の
薬
屋
に

いパぼ竃
竃
竃
晶

凸
体
生
活
を
し
て
参
り
ま
し
た

1：’

が
、
そ
の
中
て
私
が
気
づ
い

四
た
こ
と
を
の
べ
て
み
た
い
と

．
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
ま
ず
、

：

団
活
動
で
若
人
ら
し
い
会
合

：

等
の
時
間
の
厳
守
で
す
。
こ

パ
れ
だ

け

は
私
た
ち
の
部
落
だ

惑
璽
竃
竃

：

す
。
た
と
え
ぽ
、
夜
八
時
に

．

会
合
が
始
ま
る
の
k
）
’
　
1
1
0

等
て

あ
り
ま
す
が
許
可
申
請

書

は
農

業
委
員
会
に
備
え
て
：

あ
り
ま
す
。

山
　
　
示
　
　
正
八
郎

仁
公
し
俊
学
に
通
つ
て
い
る

そ
う
で
す
。
私
達
は
長
男
の

家
に
行
く
予
定
て
す
が
、
当

分

地
主
の

家

に
い

て
、
果
樹

園
の
手
伝
η
を
す
る
事
に
な

つ

て

お
り
ま
す
。

私
の
い
る
処
は
、
山
ま
た
山

の
中
で
す
が
、
驚
く
よ
う
な

、

立

派

な
家
が
建
っ
て
お
り

、

設

備
も
行
き
届
き
、
誠
に

文
化
的
な
生
活
を
し
て
お
り

ま
す
。
今
冬
柿
の
収
穫
に
入

っ

て

い

て
、
荷
造
り
、
出
荷

に
余
念
か
あ
り
ま
せ
ん
。
妻

か

箱
話
め
て
、
私
か
荷
造
り

を
し
て
、
今
H
ま
で
、
二
〇

〇
箱

出
荷
致
し
ま
し
た
。
ま

だ

来
て

か

ら
一
週
間
足
ら
ず

で
す

が
、
ブ
ラ
ジ
ル
は
、
想

像
以
ト
に
開
け
て
R
り
、
気

候
も
よ
い
し
こ
ん
な
仕
み
よ

い

処

は

な
い
と
云
う
感
じ
を

充
分

受
け
ま
す
J
そ
れ
で
刈

で

も
’
何
卒
一
人
で
も
多
く

送
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い

ま
す
。
他
の
町
村
は
’
同

じ
処
か
ら
、
何
人
か
来
て
居

り
心
強
い
わ
け
て
す
が
、
u

倶
占
町
か
ら
は
私
一
人
で
、

な
ん
と
な
く
心
細
い
気
が
致

し
ま
す
が
、
k
根
占
町
の
後

輩
の
ち
に
も
X
l
い
に
頑
張
っ

て
、
吊
二
の
人
根
占
町
の
建

設
に
少
し
で
も
役
に
立
っ
4
1

が

出
来
た
ら
幸
い
だ
と
存
じ

ま
す
。
は
る
か
南
未
の
空
よ

り
、
町
民
の
皆
様
の
御
発
展

を
心
か
ら
お
祈
り
致
し
ま
す

「
時

の

記

念
日
に
」

　
　
青
年
か
ら
時
間
を
守
ろ
う

　
　
　
　
　
　

神

川
校
区
青
年
団
M
K

分
、
あ
る
い
は
そ
れ
パ
上
お

v
れ
て
見
え
る
力
も
あ
り
ま

す
。
最
初
に
見
え
た
力
は
長

時
間
つ
ぶ
し
て
し
ま
う
訳
で

’
e

生

す
。ま
た
、
　
「
も
う
今
夜
自
分
一

人
位
行
か
な
く
て
も
良
い
一

と
い
う
こ
と
で
、
国
、
万
名

し
か
集
ま
ら
ず
、
流
会
に
な

る
時
も
あ
り
ま
す
。
町
の
評

議
員
会
は
出
会
者
が
少
な
く

、

議
事
進
行
が
ま
ず
い
。
会

長

自
ら
も
つ
と
時
間
に
つ
い

て

団
員
の
上
に
立
ち
、
先
導

し
て
も
ら
い
た
い
。
時
間
と

お

り
に
集
ま
る
人
た
ち
は
、

い

つ
も
み
な
同
じ
顔
ぶ
れ
で

す
o
　

こ
れ
は
小
さ
い
問
題
で
す

が
青
年

団
店
動
と
し
て
規
律

正

し
い
生
活
が
若
人
ら
し
い
．

生
き
方
だ
と
私
は
思
っ
て
い

ま
す
。

◎

早

期
水
稲

　
く
ガ
は
最
同
分
け
つ
期
と

な
る
の
て
、
最
も
好
条
件
に

あ
る
よ
う
、
符
珂
に
充
分
川

意
す
る
。

　
昼

間

は
て

き
る
だ
け
浅
水

に

し
、
地
温
の
上
月
を
図
り

止
め
苧
は
今
月
九
日
を
中
心

と
し
て
実
施
す
る
。

　
中
干
し
は
ち
よ
う
と
梅
而

期
に
当
る
の
て
、
落
水
は
困

鄭
で
あ
る
が
、
で
き
る
と
き

は
、
止
草
後
二
～
三
日
行
な

つ

た
力
が
よ
い
。

　
山
間
冷
水
田
て
培
土
栽
川

を
や
る
と
こ
ろ
で
は
止
め
：
：
－

と
同
時
に
第
二
回
日
を
実
施

す

る
。
肥
d
が
切
れ
や
す
い

水
田
で
追
肥
を
p
／
る
と
き
は

硫
安
て
一
〇
ア
　
p
t
ル
当
り
四

～
八
K
を
中
旬
ご
ろ
独
肥
と

し
て
や
る
。
量
が
多
す
き
る

と
成
熟
か
お
く
れ
、
い
ろ
い

ろ
の
柄
害
虫
が
で
や
す
い
の

で

い
已

す
る
。

柄

害
虫
の
発
生
す
る
時
期
で

あ
る
か
ら
技
術
員
と
連
絡
し

で

き
る
だ
け
共
同
防
除
て
、

徹
底
し
た
防
除
を
行
う
。

◎

普
通
水
稲

　
田

植
え

は
、
三
十
日
苗
が

適

当
、
肥
川
は
例
年
い
化
水

素
の
発
生
す
る
水
田
（
七
、
八

月
の
高
品
時
田
に
入
る
と
気

血
を
生
じ
根
は
腐
れ
、
悪
臭

を

放

つ
根
腐
れ
現
象
は
，
ほ

と
ん
と
こ
の
粁
化
水
素
の
発

生
に
よ
る
）
て
は
己
酸
恨
山

日
（
硫
安
、
過
石
、
佃
加
、

等
）
の
使
用
を
さ
け
仙
硫
酸

根

肥

料
（
尿
素
、
熔
性
隣
肥

、

塩
加
、
等
）
を
使
う
よ
う

に
し
た
い
。

N
お
、
未
熟
な
川
肥
の
使
川

を
さ
け
　
で
き
る
だ
け
完
典

し
た
も
の
を
用
い
緑
胆
類
は

田
植
の
1
ケ
月
前
に
す
き
込

む

よ
う
に
し
た
い
。

施
肥
量
は
、
い
ろ
い
ろ
条
件

に

よ
っ
て
違
う
が
基
司
謂
の

一
例
を

示
す

と
次
つ
と
お
り

基
肥
　
川
肥
　
七
五
い
K

川
安
塩
加

　
八
K

　
他
に
追
肥
と
し
て
硫
安
万

～
八
K
を
や
る
。
植
付
後
店

着
ま
で
は
や
！
深
小
と
し

活
着
後
は
で
き
る
だ
け
浅
水

　
　
　
　
　
　
　

に

し
て
分
け
つ
を
す
す
め
る

◎

早

期
陸
稲

　

畑
が
固
く
た
る
と
、
川
の

働
き
が
忠
く
な
り
、
地
上
部

が

債
色
く
な
る
か
ら
陥
れ
た

日
を
選
ん
で
中
＄
し
’
土
を

川

こ
の
た
ひ
・
県
σ
開
拓
営
．

川
農
指
導
員
と
し
て
田
代
村
に

一
駆
在
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

一た
。

川
　

三

η
十
1
ケ
月
の
間
皆
様

川
方
の
御
協
力
に
よ
り
ま
し
て

乾
燥
さ
せ
る
よ
う
に
心
が
け
〔

る
。
第
二
」
同
n
の
追
肥
は
、

今
月
卜
旬
頃
（
本
葉
七
枚
の

と
き
）
や
る
が
同
時
に
土
寄

せ
を

す

る
。
こ
の
際
稲
を
強

く
お
さ
え
な
い
よ
う
川
意
す

る
。
病
虫
害
が
発
生
す
る
時

期
で
あ
る
か
ら
防
除
に
万
全

を
期
し
て
く
だ
さ
い
。

　

川
川
砕
稲
で
は
、
今
ま
て

除
草
作
？
、
に
一
番
多
く
の
労

力
を
か
け
て
い
ま
し
た
の
で

、

こ
の
労
り
を
少
し
で
も
軽

減
す
る
た
め
除
草
剤
の
使
用

展
示
圃
を
池
田
校
区
と
、
神

川
校
区
、
の
ニ
ケ
所
に
設
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　
　
～
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d
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．
・
・
－
．
－
－
・
．
・
－
■
－
－
・
・
…
．
－
・
・
－

に
．
山
す
る
通
学
道
路
の
入
口

（
半
ケ
石
に
向
っ
て
右
側
）

で

川
当
農
家
は
’
川
北
部
落

の

レ
、
園
仲
能
’
さ
ん
て
す
。

　
川
川
の
分
は
、
県
道
鹿
屋

、

ー
4
多
猷
、
神
川
ル
ー
－
倉
間
の

沿
線
で
担
当
農
水
は
皆
倉
部

落
の
皆
倉
雅
朗
さ
ん
で
す
。

C
－
〉
’
†
　
落

ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柚
え
付
け
の
最
適
期
で
す
。

苗
立
ち
を
図
っ
て
今
月
中
に

植
え
什
け
を
終
る
よ
う
に
し

た

い
も
の
て
す
。

　

苗
立
ち
を
よ
く
す
る
に
は

、

苗
を
と
っ
た
あ
と
、
尿
素

た
過
な
く
過
さ
し
て
戴
き
ま

、

硫

安
等
の
速
効
性
肥
d
を

追
肥

と
し
て
や
る
。
や
り
過

ぎ
る
と
胆
杜
や
け
を
お
こ
す

か

ら
h
安
の
場
合
で
三
、
三

平
力
米
当
り
（
坪
当
り
）
1
o

G
グ
ラ
ム
（
約
二
〇
〇
匁
）
を

賠
甥
竺
業

は
・
池
田
の
、
月
　
〉

方
は
、
川
南
＞
6

か

ら
十
ケ
石
　
r
～
　
　
　
　
、

し
て
有
難
う
御
座
居
ま
し
た
一

厚
く
御
札
申
し
上
げ
ま
す
。
　
一

皆
様
力
の
御
健
康
と
御
多
幸
〔

を

御
祈
り
致
し
ま
す
o
　
l

（

g
池
田
駐
在
技
術
員
二

　

中
宅
間
隆
男
　
　
　

水
一
八
リ
ッ
ト
ル
（
約
一
斗
）

に

と
か
し
て
や
る
植
え
付
け

に

は
’
で
き
る
だ
け
堆
厩
肥

を

増
施
し
少
く
と
も
一
、
二

o
o
K
（
約
三
〇
〇
ノ
）
は
施

用
し
た
い
。

夏

野

菜

の

つ

く
り
か
た

　
◎

牧

か

v

　

玉
ね
ぎ
は
茎
や
葉
の
つ
け

ね
か

ら
倒
れ
て
き
た
ら
よ
い

天
気

に

と
つ
て
四
～
五
日
乾

ぱ
し
、
茎
葉
が
か
ら
か
ら
に

な
っ
た
ら
二
～
四
個
つ
つ
、

結
び
合
わ

し
て
涼
し
い
風
通

．
．
　
＿
、
　
p
の
よ
い
場
所

　
　
　
　
へ
に
つ
る
す
と
八

室
、
月
頃
ま
で
は
貯

談

｝

蔵

で
き
ま
す
。

桐
’
馬
鈴
薯
も
土

き
認
麟
霊

営
、
む
か
な
い
よ
う

～
’
に
運
搬
貯
蔵
し

ま
し
よ
う
。

　
胡
爪
’
な
す
、
は
早
取
り

せ
ね
ぽ
木

の

伸
び
や
後
か
ら

の

実
の
太
り
が
悪
い
。

　

南
爪
は
、
日
向
、
会
津
等

は

な
り
く
ち
の
角
座
の
ま
わ

り
に
白
い
紛
を
ふ
い
た
時
、

鉄

か
ぶ
と
は
色
が
あ
せ
て
皮

が

こ
ち
く
に
な
っ
た
時
に

牧
穫
す
る
。

◎
管
　
理

　
南
爪
は
敷
ワ
ラ
を
急
い
p

ウ
ト
ン
粉
病
に
カ
ラ
セ
ン
水

和

剤
を
ト
マ
ト
は
腋
芽
か
ぎ

に

注
芭
し
四
～
五
枚
目
の
上

一
七
K
過
石

二
三
K
は
た
牧
月
う
順
出
し
た
唐
な
乾

　　乾燥調整　念入りに
　　　　むぎな　ねの出荷

　支　なたねの　穫も大方すみま

したが、5弓6　は而量も多いの
で乾il㍍周幣に充分ζ1：意してトf、1パ？

級に合格するよ　ご協力下さい。

1　例年天候不　で　水分過多の
　麦、なたねが　まわるのでとく
　に乾燥に注芭　てください。

2　調弊不良の　め・等級が落ち
　ないよう必ず　箕選をすること
3土砂の混入し　いよう「｝意する
4、脱穀後　未　燥品を臥に入れ
　たまま放置しないこと。

5　1il目は正確に計ること麦は正
　味60キロ、なたねは正味50キロ
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に

二
枚

仲
の
葉
を
つ
け
て
芯

止
め
す
る
。

　
疫
病
に
は
ダ
イ
セ
ソ
、
石

灰

ホ

ル

ド
ー
、
銅
水
銀
剤
を

、

茄
子
は
敷
藁
と
整
枝
を
急

ぐ
枝
は
三
本
日
立
と
す
る
が

主
枝
を
三
本
と
し
た
ら
他
の

腋
芽
は
芽
か
ぎ
す
る
。

　
胡
爪
の
節
成
種
は
親
つ
る

の

ゆ

わ

え
つ
け
を
し
子
つ
る

は
一
本
の
実
を
な
ら
せ
る
よ

う
に
し
て
葉
を
一
枚
つ
け
て

つ
み

と
る
。
大
胡
爪
は
芯
止

め

し
て
子
伎
を
五
’
六
本
仕

立
て

る
。
べ
と
病
や
た
ん
そ

病
は
ト
マ
ト
に
準
じ
て
予
防

し
’◎

さ
や
え
ん
と
う
の
種
子

　
　
申
込
み
受
付
け

町
で
輸
送
園
芸
作
物
と
し
て

大
々
的
に
取
上
げ
て
い
る
さ

や

え
ん
と
う
は
、
取
益
も
多

く
咋
年
神
川
鳥
浜
等
で
多
大

の

成
績
を
あ
げ
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
輸
送
園
芸
と
し
て
は

ま
だ
く
量
が
多
く
な
け
れ

ぽ

な
り
ま
せ
ん
し
、
質
も
よ

く
な
け
れ
ぽ
な
り
ま
せ
ん
。

本
年
は
う
ん
と
作
っ
て
貰
っ

て

金

を
取
っ
て
貰
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

今
農
協
で
各
部
落
に
種
子
申

込
み

が
来
て

い

る
筈
て
す
。

と
し
く
申
込
ん
て
下
さ
い
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